
農環研ニュース　No. 94  2012.3

　2月23日（木）、つくば国際会議場で標記の研究
会を開催し、試験研究機関、大学、企業、関係団体、
一般市民など100名以上が参加しました。
　（独）農業環境技術研究所では、昨年、第1回農
業環境インベントリー研究会を開催し、「土壌イン
ベントリー＊」研究の現状などを紹介しました。こ
れに引き続き今年は、「昆虫インベントリー＊」を取
り上げました。

　研究会では、九州大学多田内修教授の基調講演
の後、Ⅰ部（昆虫情報に期待するもの）で2題、Ⅱ
部（昆虫インベントリー研究の現状）で2題、Ⅲ部
（昆虫インベントリーの活
用事例）で2題の講演があ
りました。また、第Ⅱ部の
後には、会場前で、昆虫標
本の展示やパソコンによる
昆虫データベースの紹介を
行いました。
　総合討論では、農環研の
特任研究員で国立遺伝学研

究所教授の菅原秀明氏より、国内外の生物情報ネッ
トワークの現状を紹介いただき、インベントリー
研究の考え方や進め方についての総括がありまし
た。研究会を通して、インベントリーの蓄積と同
時に、利用システムの構築が極めて重要であるこ
と、そのためには研究機関と多くの方々との双方
向コミュニケーションが必須であることが確認さ
れました。
 （農業環境インベントリーセンター長　對馬 誠也）＊インベントリー：標本・試料、これらに関する情報など。

　12月8日、千葉県山武市の成東文化会館のぎく
プラザにおいて、「農業環境技術公開セミナー in 
千葉　̶環境への負荷の小さい農業をめざして̶」
を、千葉県と共催で開催しました。このセミナーは、
（独）農業環境技術研究所の研究成果を広く一般に
紹介するとともに、その普及にあたる都道府県・
市町村の方々と相互理解や連携関係を深める目的
で開催しています。今回は、平成20年度の福島県、

21年度の滋賀県、22年度の熊本県に続く4回目の
開催となります。
　農業環境技術研究所からは低濃度エタノールに
よる土壌還元消毒と微生物による農業用生分解性
プラスチック資材の分解処理に関する研究成果が、
千葉県農林総合研究センターからはキュウリ栽培
における低濃度エタノール土壌還元消毒法と広食
性土着天敵オオメカメムシを用いた施設園芸害虫
の防除に関する研究成果が紹介されました。また、
同時に行われたポスター展示では、両機関の、最
近の研究成果が発表されました。今回紹介した技
術は、いずれも環境への負荷の小さい農業をめざ
して開発されたものであり、生物多様性の保護や
地球温暖化の抑止などの観点から、今後の開発・
普及に期待が寄せられました。
　当日は、あいにくの天気にもかかわらず、千葉
県内外から135人もの参加者がありました。
 （連携推進室長　鳥谷　均）
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